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在宅での意思決定支援について

小田原医師会訪問看護ステーション　管理者　小林　順子

１１月２９日（水）　１７：３０～１８：３０

〇　平成２９年度 第４回 看護研修会 （オープンセミナー）

小田原市立病院

介護家族の想いを知ろう  ～若年性認知症の妻を介護する夫の語り～

申込

　　　　ＦＡＸ紹介への返答に、より迅速に対応できるようにするため、高性能のＦＡＸ機器を設置
　　　　しました。ご紹介いただく患者さんをお待たせしないよう心掛けています。

　　　小田原市立病院ホームページ（お知らせ＞休診情報）　をクリックいただければ、毎月の休診情報
　　　がご確認いただけます。ご来院いただく際やご紹介いただく際のご参考にして頂ければ幸いです。

　　　各診療科の外来に地域の医療機関情報ファイルを置き、医療スタッフ・患者さんにとって
　　　地域への紹介がよりスムーズにいくように配慮しています。

小田原市立病院では平成２９年９月より神奈
川県内、初号機となるGE社製「Revolution
CT」の稼動が始まりました。

従来の装置に比べより

高速撮影・高画質化・低線量撮影
が可能になりました。

下記の「共同利用の申込み方法」を参考に、
この機会にぜひご利用ください！

　　　　高速撮影
高速テーブル移動と超高速画像処理との組み合わせにより、スキャン時
に被検者の呼吸や体動による影響を最小限に抑えられます。
頭部・心臓 ・小児や救急撮影は最速１秒での撮影が可能です。

　　　　高画質化
高性能検出器をはじめとする、ハードウェアの向上により、従来検出しづ
らかった細部まで描出できるようになり、頭部血管・肝臓血管などの４D撮
影やPerfusion撮影が可能となりました。

　　　低線量撮影
ソフトウェアの向上により、患者さんへの放射線被曝の低減がより可能に
なりました。また、放射線感受性の高い特定領域への被曝を極力抑え、
画像クオリティーを落とす事無く撮影できる機能が搭載されました。

〇　第３５回 小田原地域看護連絡会

おだわら総合医療福祉会館１１月２１日（火）　１８：３０～２０：００

電話（0465-34-3175）から地域医療連携室まで申込

　①　医療機関の方から当院の下記窓口までお電話ください。
       TEL：0465-34-3175（代表）⇒PET：3475　CT：3420　MRI：3429　RI：3474
  ②　検査日時などご案内しますので、患者さんにお伝えください。
　③　実施後はご紹介いただいた医療機関へ報告書をお送りします。

電話（0465-34-3175）またはメールで　（kangobu.fuku@gmail.com）
看護部まで　　締切は開催1週間前まで。

【頭部血管４Ｄ撮影した画像】
動画のように連続再生

できます！

小田原市立病院　認知症看護認定看護師　浅川　健恵

小田原市立病院 地域医療連携室だより 2017年 秋号（第9号）

小田原市立病院 地域医療連携室
〒２５０－８５５８ 小田原市久野４６番地
TEL ０４６５－３４－３１７５（代表）
FAX ０４６５－３５－２５２４
平日 ８：３０～１７：００

き ず な

地域医療連携室は、当院と皆様と
の風通しの良い関係づくりに貢献致
します。当院へのご要望などいつで
もお気軽にお電話ください。

新しいＣＴの稼働が始まりました！

地域の皆さんとの、きずな（連携）のために

① 休診情報をホームページに掲載しておりますので、ご参考にしてください。

② 外来に医療機関情報のファイルを置き、地域への紹介を促進しています。

Odawara Municipal Hospital ～KIZUNA～

最新のテクノロジーでより正確な診断を導きます。

地域医療連携室副室長

石 山 映 子

看護師さん向けの研修会のお知らせ

共同利用の申込み方法（PET・CT・MRI・RI）

妻を介護しているご主人に、認知症の発症、診断の時から現在に至るまで
の家族の想いや介護の工夫、家族のご希望等をお話いただきます。
ご興味のある方はぜひご参加ください。

③ 高性能なＦＡＸを設置し、ＦＡＸ申込に迅速に対応できるようにしています。

● 参加費無料
● 定員なし



　

　

患者さんの待ち時間短縮のため、ご紹介頂く際は予約をお取りいただくようお願い致します。
※予約方法は、当院ホームページの「紹介予約システム」をご参照ください。

　　私達小田原市立病院の産婦人科では、西湘地区の中核病院としてほぼ全領域を取り扱っています。
周産期（母体・胎児）専門医、婦人科腫瘍専門医、産科婦人科内視鏡学会腹腔鏡技術認定医、臨
床遺伝専門医と産婦人科の各分野の専門医が在籍しております。

　　産科の分野では、地域周産期母子医療センターの認可を受けています。新生児の専門医とともにこ
の地区の基幹病院として、地域を中心に広い範囲からの周産期救急を受け入れています。NICUが妊娠
28週以降の早産児、児体重1000g以上の低出生体重児の分娩にも対応できるため、これらの時期に問題
の起こっている周産期管理も行っております。その一方では普通の妊娠やお産の方々も多数受け入れ、
年間に800以上の妊娠分娩を取り扱っています。また、遺伝の専門医が在籍しているため、おなかの赤
ちゃんに心配のある妊婦さんの相談にも対応でき、希望の方には羊水検査を行うこともできます。分娩の
様式は自然分娩を基本としています。夫立ち会い分娩も希望により可能です。また母乳育児の推進にも
力を入れております。 ※高度不妊治療は行っておりません。

　　婦人科の分野でも、思春期からご高齢の方まで、様々な年代の方々の健康管理をライフサイクルに合
わせて幅広く診察をしています。婦人科内視鏡技術認定医が在籍しており、低侵襲手術にも力を入れてい
ます。現在では婦人科手術の多くの部分を腹腔鏡下手術で行っています。従来の手術に比べて早く退
院でき、日常生活に戻ることができます。子宮脱に対しても腹腔鏡下仙骨腟固定術などの新しい術式を含
めた幅広い治療法を取り入れております。また、婦人科救急に関しても西湘地区唯一の病院として対応
し、救急手術も行っています。

　　悪性腫瘍治療においても婦人科腫瘍専門医が在籍しています。手術、化学療法、放射線を組み合わ
せた集学的治療が可能です。初期の子宮体癌の方にも腹腔鏡下手術が可能です。進行癌の場合には
外科や泌尿器科、放射線科の医師と連携して治療を行う体制が整っています。専門の緩和医療チームの
サポートも受けられます。院外の先生方の協力をお願いして、在宅支援へも取り組んでいます。もちろん
他院への紹介や、他の施設の専門家の先生のセカンドオピニオンにも対応します。

　　市立病院の産婦人科は、開院当初から時代のニーズに合わせて変化しながら、地域に合ったきちんと
した医療を提供出来るように努力しています。今後ともよろしくお願いします。

(平成29年10月1日現在）

産婦人科　（Obstetrics and Gynecology）

　①ご妊娠後、当院産科外来窓口にお越し頂き、所定の手続きをお取りください 【分娩予約】
　②３２週～３３週頃になりましたら、患者さんが予約センターまでお電話のうえ、
　　 通院希望日をお伝えください。
     ※従来通り医療機関からのFAX予約も可能です。

診 療 科 紹 介

分娩予約された方は、お電話での通院予約も可能になりました！

産 婦 人 科 ド ク タ ー

外 来 診 療 担 当 表

平吹 知雄 主任部長
（ひらぶき ともお）

専門：周産期、臨床遺伝

産婦人科一般

丸山 康世 担当部長
（まるやま やすよ）

専門：婦人科腫瘍、臨床
遺伝、 産婦人科
一般

平田 豪 医長
（ひらた ごう）

専門：産婦人科一般

腹腔鏡手術

成毛 友希 医長
（なるけ ゆき）

専門：産婦人科一般

堀田 裕一朗
（ほった ゆういちろう）

専門：産婦人科一般

腹腔鏡手術

小澤 雅代
（おざわ まさよ）

専門：産婦人科一般

中島 文香
（なかじま あやか）

専門：産婦人科一般

牧野 睦子
（まきの むつこ）

専門：産婦人科一般

山本 賢史
（やまもと まさふみ）

専門：産婦人科一般

村山 真弓
（むらやま まゆみ）

専門：産婦人科一般

℡：０４６５－３４－３１７５（代表から予約センターへ）

常勤医師は１０名です。スタッフ一丸と
なって地域の医療を支えます！

主任部長 平吹 知雄

初診

午後

堀田　裕一朗 山本　賢史

≪遺伝相談≫ - ≪がん検診≫ ≪がん検診≫ ≪女性健康外来≫

小澤　雅代 丸山　康世

成毛　友希 白須　和裕 平吹　知雄 小澤　雅代

診療科

産
科

婦
人
科

午前

午後

曜日

再診

平田　豪

丸山　康世

中島　文香

平吹　知雄
堀田　裕一朗

平吹　知雄 成毛　友希

牧野　睦子 平田　豪

月 火 水 木 金

　山本　賢史
　成毛　友希

　牧野　睦子
　成毛　友希

　堀田　裕一朗
　山本　賢史

　牧野　睦子
　小澤　雅代

　山本　賢史
　丸山　康世

牧野　睦子
小澤　雅代

　堀田　裕一朗
　中島　文香

中島　文香
成毛　友希

　中島　文香
平田　豪


